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平成29年3月期第2四半期累計期間業績予想と実績との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成28年5月13日に公表しました平成29年3月期第2四半期（累計）業績予想と本日公表の実績に差

異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、第2四半期の業績動向を踏まえ、平成29年3月期通期業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 

 

● 業績予想の修正について 

平成 29 年 3 月期第 2 四半期累計期間連結業績予想と実績との差異(平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 9 月 30 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（A） 

百万円

21,500
百万円

1,100
百万円

950
百万円 

600 
円 銭

41.70

実績（B） 19,918 1,471 1,369 1,402 97.47

増減額（B-A） △1,581 371 419 802 

増減率（％） △7.4 33.8 44.2 133.7 
(ご参考)前期第2 四半期実績 

(平成28年3月期第2四半期) 
21,942 1,036 922 568 39.47

 

平成 29 年 3 月期通期連結業績予想の修正(平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円

43,500

百万円

2,200

百万円

1,900

百万円 

1,200 

円 銭

83.41

今回修正予想（B） 41,000 2,700 2,500 2,100 145.97

増減額（B-A） △2,500 500 600 900 

増減率（％） △5.7 22.7 31.6 75.0 
(ご参考)前期実績 

(平成 28 年 3 月期) 
42,047 2,156 1,856 1,144 79.53

 



平成 29 年 3 月期第 2 四半期累計期間個別業績予想と実績との差異(平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 9 月 30 日) 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円

13,500
百万円

690
百万円 

440 
円 銭

30.58

実績（B） 12,365 1,066 1,266 88.00

増減額（B-A） △1,134 376 826 

増減率（％） △8.4 54.6 187.7 
(ご参考)前期実績 

(平成 28 年 3 月期) 
12,736 561 384 26.70

 

平成 29 年 3 月期通期個別業績予想の修正(平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日) 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円

27,500

百万円

1,400

百万円 

900 

円 銭

62.56

今回修正予想（B） 26,500 2,000 1,900 132.07

増減額（B-A） △1,000 600 1,000 

増減率（％） △3.6 42.9 111.1 
(ご参考)前期実績 

(平成 28 年 3 月期) 
25,631 1,114 720 50.04

 

修正の理由 

 

（1）第2四半期（累計）連結及び個別業績予想と実績との差異理由 

 

売上高に関しましては、総じて提出会社における輸出の不振と輸出為替が想定以上に円高に振れたことによるもの

です。また、子会社におきましては、外貨建てによる輸入価格の下落とともに売上高も減少し、計画値を下回る見込み

となりました。 

営業利益、経常利益に関しましては、提出会社、子会社ともに原材料およびエネルギーコストの低減、さらに輸入為

替による影響により製造コストが削減され、また、広告費等の営業費用、金利等の金融費用なども減少し、計画値を上

回る見込みとなりました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益に関しましては、上記の修正理由に加え、当第 2 四半期累計期間において、

提出会社が破産更生債権等を売却したことにより 185 百万円の特別利益が発生し、さらに税務上のスケジューリング

不能一時差異の実現により税金費用などが減少し、計画値を上回る見込みとなりました。 

 

（2）連結及び個別の通期業績予想の修正理由 

 

通期の業績予想に関しましては、連結、個別ともに第 2 四半期累計期間の業績修正を主な修正理由とし、さらに

近の業績動向を踏まえ、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益をそれぞれ修正いたしま

す。 

 

＊ 上記の予想は、本資料発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の業績は

今後さまざまな要因によって、予想値と異なる可能性があります。 

 以上 

 

 


